
　

時
は
、
近
世
末
期
。
庶
民
も
「
旅
行
」

を
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
御
開
帳
を
拝
み
に
き
て
い

た
土
地
に
不
案
内
の
各
地
か
ら
の
旅
行
者

も
多
数
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
旅
行
者
が

被
災
し
た
た
め
、
探
し
に
や
っ
て
き
て
戻
っ

た
そ
の
縁
者
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、
辛

く
も
一
命
を
取
り
留
め
た
生
存
者
の
帰
郷

に
よ
っ
て
、
こ
の
地
震
は
現
在
の
よ
う
な

報
道
手
段
が
な
い
時
代
に
あ
っ
て
も
、
全

国
に
そ
の
災
害
の
有
様
が
伝
え
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

善
光
寺
地
震
が
特
徴
的
な
の
は
、
そ
の

知
名
度
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
善
光
寺

地
震
の
犠
牲
者
は
、「
土
葬
に
さ
れ
、
火
葬

に
さ
れ
、
水
葬
に
さ
れ
三
度
弔
わ
れ
た
。」

と
云
わ
れ
た
よ
う
に
、
被
害
の
種
類
も
多

様
で
し
た
。
町
の
す
ぐ
下
に
震
源
域
が
あ
っ

た
た
め
、
強
震
動
に
よ
る
家
屋
倒
壊
が
発

生
し
、
そ
の
後
お
定
ま
り
の
火
災
発
生
が

あ
り
ま
し
た
（
図
一
）。
山
間
部
の
村
々
で

は
大
小
四
万
箇
所
以
上
発
生
し
た
山
崩
れ

に
よ
っ
て
、
家
々
が
埋
ま
り
ま
し
た
。
岩

倉
山
の
大
崩
壊
部
分
は
、
雪
解
け
水
で
水

量
豊
富
な
時
期
だ
っ
た
犀
川
の
流
れ
を
塞

き
止
め
ま
し
た
。
十
九
日
後
に
は
、
た
っ

ぷ
り
水
を
溜
め
込
ん
だ
こ
の
震
生
湖
（
地

震
で
出
来
た
湖
）
は
、
今
度
は
そ
の
水
の

圧
力
で
決
壊
し
、
千
曲
川
な
ど
の
下
流
の

善
光
寺
平
一
帯
に
大
洪
水
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
地
震
の
ゆ
れ
に
よ
る
直
接

被
害
だ
け
で
な
く
、
二
次
災
害
の
種
類
も

規
模
も
揃
っ
た
陸
の
地
震
災
害
の
標
本
が
、

よ
り
に
よ
っ
て
観
光
シ
ー
ズ
ン
ピ
ー
ク
に

発
生
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
地
震
を
発
生
さ
せ
た
の
は
、
長
野

盆
地
の
西
縁
を
山
地
と
の
境
に
そ
っ
て
延

び
る
長
野
盆
地
西
縁
断
層
帯
と
い
う
活
断

層
で
す
。
こ
の
活
断
層
は
、
概
略
千
年
に

一
回
程
度
善
光
寺
地
震
の
よ
う
な
地
震
を

発
生
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
全
国
で
百
余
あ

る
主
要
活
断
層
帯
の
う
ち
で
も
最
も
活
動

活断層の大地震
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善光寺地震PROFILE

善
光
寺
地
震
は
、
今
か
ら
百
六
十
年
前
の
一
八
四
七
年
五
月
八
日
、

旧
暦
で
は
弘
化
四
年
三
月
二
四
日
の
夜
十
時
頃
、

御
開
帳
で
賑
わ
っ
て
い
た
善
光
寺
界
隈
を
含
む

長
野
盆
地
の
西
側
で
発
生
し
ま
し
た
。

盆
地
と
山
地
と
の
境
目
に
あ
る

活
断
層
に
発
生
し
た
典
型
的
な
内
陸
大
地
震
で
す
。

諸
国
か
ら
参
詣
客
が
参
集
し
、

最
も
混
雑
し
て
い
た
時
期
に
災
害
が
発
生
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的
な
部
類
に
属
し
て
い
ま
す
。
こ
の
長
さ

約
五
十
キ
ロ
で
西
側
の
山
の
下
へ
向
か
っ

て
斜
め
に
深
く
な
っ
て
い
る
断
層
が
、
西

の
山
側
が
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
東
の
低
地

側
に
せ
り
上
が
る
様
な
逆
断
層
運
動
を
起

こ
し
た
の
が
、
善
光
寺
地
震
で
す
。
こ
の

時
現
れ
た
段
差
は
、
今
で
も
信
州
大
学

教
育
学
部
の
北
～
正
門
そ
し
て
長
野
の
県

庁
へ
か
け
て
明
瞭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
震
に
よ
る
ゆ
れ
は
、
遠
く
秋
田
県
の

仁
賀
保
、
千
葉
県
の
茂
原
、
和
歌
山
県
の

九
度
山
、
兵
庫
県
の
赤
穂
と
三
百
キ
ロ
以

上
遠
方
で
も
有
感
と
な
り
ま
し
た
。
地
震

の
規
模
と
し
て
は
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南

部
地
震
よ
り
や
や
大
き
い
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
四
（
理
科
年
表
。
別
の
検
討
で
は

七
・
三
）。
直
後
か
ら
多
数
の
余
震
が
発
生

し
、
生
き
残
っ
た
人
々
も
と
て
も
屋
内
で

は
眠
れ
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
五
日

後
に
は
、
山
を
隔
て
た
新
潟
県
上
越
市
の

高
田
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
程
度
の

誘
発
地
震
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

善
光
寺
地
震
に
よ
る
長
野
盆
地
周
辺

の
震
度
を
、
火
災
や
そ
の
後
の
水
災
の
影

響
を
除
い
て
史
料
や
土
砂
崩
れ
の
痕
跡
な

ど
か
ら
推
定
す
る
と
、
下
図
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
震
度
七
は
現
在
の
中
野
市
か
ら

長
野
市
の
中
心
部
に
か
け
て
分
布
し
、
盆

地
の
低
地
で
も
千
曲
川
の
東
岸
側
は
、
逆

断
層
の
下
盤
側
で
ゆ
れ
が
小
さ
か
っ
た
の

で
す
。
上
盤
側
（
せ
り
上
が
る
側
）
の
山

地
に
広
範
囲
に
土
砂
く
ず
れ
か
ら
震
度
六

か
そ
れ
以
上
と
推
定
さ
れ
る
場
所
が
分
布

し
ま
す
。
長
野
市
の
西
側
の
山
地
は
、
数

百
万
年
前
ま
で
は
現
在
と
逆
に
千
曲
川

流
域
の
側
よ
り
も
徐
々
に
沈
降
す
る
低

地
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
、
や
わ
ら
か
い
堆

積
物
が
厚
く
積
も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

二
百
万
年
前
あ
た
り
か
ら
動
き
が
逆
転
し

て
善
光
寺
地
震
の
よ
う
に
千
曲
川
側
よ
り

高
く
な
る
動
き
を
繰
り
返
し
て
で
き
た「
軟

弱
な
山
地
」
で
す
。
こ
の
た
め
、
浅
川
で

は
僅
か
な
石
油
が
採
れ
た
り
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
地
震
の
時
の
揺
れ
も
大
き
め
で

す
し
、
地
す
べ
り
危
険
地
帯
で
も
あ
る
、

厄
介
な
山
地
な
の
で
す
。

　

こ
の
地
震
で
は
、
善
光
寺
の
門
前
町
周

辺
だ
け
で
、三
千
人
程
度
、稲
荷
山
（
上
図
）

で
千
人
、
松
代
藩
領
内
で
三
千
人
弱
、
飯

山
藩
領
内
で
五
百
人
以
上
、
上
田
藩
領
内

で
二
百
人
弱
、
松
本
藩
の
池
田
組
な
ど
で

も
六
十
七
人
、
と
八
千
～
一
万
人
の
犠
牲

者
が
で
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
千
七
百
人

程
度
は
旅
行
者
だ
っ
た
の
で
す
。

　

次
号
で
は
地
震
後
の
人
々
の
対
応
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

善光寺地震の震源域周辺の震度分布図。
史料や土砂崩れの痕跡などから推定。

稲荷山宿（現長野県千曲市稲荷山）略図（松林正明氏所蔵）。名主が地震で倒壊や火災で圧死や焼死が多かった宿場の様子を後世に伝えるため絵図
として残した。

文：松浦律子（地震予知総合研究振興会地震調査研究センター解析部）
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、

厄
介
な
山
地
な
の
で
す
。

　

こ
の
地
震
で
は
、
善
光
寺
の
門
前
町
周

辺
だ
け
で
、三
千
人
程
度
、稲
荷
山
（
上
図
）

で
千
人
、
松
代
藩
領
内
で
三
千
人
弱
、
飯

山
藩
領
内
で
五
百
人
以
上
、
上
田
藩
領
内

で
二
百
人
弱
、
松
本
藩
の
池
田
組
な
ど
で

も
六
十
七
人
、
と
八
千
～
一
万
人
の
犠
牲

者
が
で
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
千
七
百
人

程
度
は
旅
行
者
だ
っ
た
の
で
す
。

　

次
号
で
は
地
震
後
の
人
々
の
対
応
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

善光寺地震の震源域周辺の震度分布図。
史料や土砂崩れの痕跡などから推定。

稲荷山宿（現長野県千曲市稲荷山）略図（松林正明氏所蔵）。名主が地震で倒壊や火災で圧死や焼死が多かった宿場の様子を後世に伝えるため絵図
として残した。

文：松浦律子（地震予知総合研究振興会地震調査研究センター解析部）
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